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研究の動機

 近年、中国の国際的な立場は強くなってい
る。

 一帯一路政策はその象徴であり、完成した
際には日本への影響も計り知れないと感じ
たから

 一帯一路政策の実態を掴みたい。

 単純に中国への興味

 一帯一路をきっかけに覇権国の交代が考え
られる



一帯一路政策とは

 2013年 中国の習近平国家主席が提唱

狙い：アジアとヨーロッパを一帯（陸路）と一路（海路）で繋ぎ、貿易を
活発化

 現在128カ国が署名

 2017年 第一回 一帯一路フォーラム

29か国の首脳級を含む130余りの国や70の国際機関から約1500人が参加

 2019年 第二回 一帯一路フォーラム

38か国の首脳級を含む150余りの国や92の国際機関から約6000人が参加

主な首脳級：イタリア、エジプト、マレーシア、シンガポール、ロシア



加盟国一覧
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2018年
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中国のFTA状況

締結済

協議中
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中央班列（一帯）

 重慶とドイツのデュースブルク間で運行開始(2011~）

 海上、航空に次ぐ第三の輸送モード

 鉄道輸送の全体に占める割合は1.1%と限定的

 重慶、成都の内陸都市を見るとその割合は高まっている

 日本向けのサービスも開始

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

列車数（便） 17 42 80 308 815 1,702 3,673 6,363

輸送量

(1000TEU)
1.4 3.7 7 26.1 68.9 145.8 318 541



成都

輸送モード 2010 2017

成都 貿易額 構成比 貿易額 構成比

海上輸送 3,726 24.5 9,647 17.2

航空輸送 10,956 72.1 41,652 74.2

鉄道輸送 204 1.3 3,886 6.9

その他 316 2.1 980 1.7

貿易総額 15,203 100 56,166 100

(単位：100万ドル,％）



重慶

輸送モード 2010 2017

重慶 貿易額 構成比 貿易額 構成比

海上輸送 7,348 83.2 21,238 40.9

航空輸送 1,346 15.2 24,904 47.9

鉄道輸送 74 0.8 3,867 7.4

その他 63 0.7 1,941 3.7

貿易総額 8,831 100 51,915 100

(単位：100万ドル,％）



日本向けのサービス

 日本通運が先導

 日本ー重慶ーデュースブルクを航空機と
鉄道を利用して繋ぐ

 通常日本から欧州まで6～7週間かかるが、
これを用いれば3～4週間で届けることが
できる



海上（一路）

 中国は途上国のインフラ整備に積極的に投資している

Ex) スリランカ ー ハンバントタ港

ケニア ー 高速鉄道

マレーシア ー 高速道路

 コマーシャルベースで実現が難しい事業も、一帯一路政策の
援助によって実現が可能になる



資金提供機関

 二国間機関

 中国国家開発銀行

 中国輸出入銀行

 シルクロード基金

 多国間開発銀行

 新開発銀行

 アジアインフラ投資銀行 （AIIB）



デメリット

 債務の罠

Ex) スリランカ ー ハンバントタ港

＊他過剰債務国

パキスタン、モンゴル、ジブチ、タジキスタン

モンテネグロ、モルディブ、ラオス、キルギス

 中国人労働者の流入

 中央班列に関しては中国側の圧倒的な輸出超過に
なっている

中国からドイツの輸出19億4400万ドルに対し、輸入
は2億5100万ドル



メリット

 投資によってインフラが改善される

→物流網の拡充

→外国企業の誘致

→周辺産業の発展、技術移転、雇用創出

→GDPの増加

Ex)エジプト スエズ運河経済特区

ケニア高速鉄道（SGR）

ナイロビ～モンバサ間の時間短縮（12h→4.5h)

スリランカ 人材育成＆中国からの観光客増加



中国とOBOR参加国の輸出入（貿易額）は、一帯一
路政策の影響を受けて、増加しているのではないか

リサーチクエスチョン①



研究ツール

 世界全体の２国間の貿易額を距離と固定効果ダミー

で推計

 推計式

𝑬 𝑻𝒓𝒂𝒅𝒆𝒊𝒋

= 𝐞𝐱𝐩 ቀ

ቁ

𝜸𝒊
𝑰𝒎𝒑𝒐𝒓𝒕𝒆𝒓

+ 𝜸𝒋
𝑬𝒙𝒑𝒐𝒓𝒕𝒆𝒓

+ 𝜷 × 𝒍𝒏𝑫𝒊𝒔𝒕𝒂𝒏𝒄𝒆𝒊𝒋

+𝑫𝑪𝒉𝒊𝒏𝒂,𝑶𝑩𝑶𝑹 +𝑫𝑶𝑩𝑶𝑹,𝑪𝒉𝒊𝒏𝒂

・𝐷𝐶ℎ𝑖𝑛𝑎,𝑂𝐵𝑂𝑅、𝐷𝑂𝐵𝑂𝑅,𝐶ℎ𝑖𝑛𝑎の大きさに注目する



データについて

 2017年までのC0MRADE（国連商品貿易統計）の
データを利用

 一帯一路参加国としては、2017年までに参加表明
したとされる国を集計（５３カ国）

 距離は、国の重心と重心の距離のデータを利用



2017年までの一帯一路参加国一覧



推計結果（中国と一帯一路参加国）

E(Trade𝒊𝒋) 2010 2017

ln(Distance) -0.951*** (0.060) -0.922*** (0.054)

𝐷𝑐ℎ𝑖𝑛𝑎,𝑂𝐵𝑂𝑅 -0.237** (0.088) -0.286*** (0.086)

𝐷𝑂𝐵𝑂𝑅,𝑐ℎ𝑖𝑛𝑎 -0.457*** (0.137) -0.284* (0.116)

固定効果 ーーーーー ーーーーー ーーーーー ーーーーー

Importer Yes Yes

Exporter Yes Yes

Observation 26,226 26,417

Pseudo-R2 0.928 0.937

𝐷𝑐ℎ𝑖𝑛𝑎,𝑂𝐵𝑂𝑅
-0.237→-0.286

-0.056の変化

𝐷𝑂𝐵𝑂𝑅,𝑐ℎ𝑖𝑛𝑎
：-0.457→-0.284
+0.173の変化



ダミー変数の推移（China,OBOR）
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考察

 OBOR参加国からの中国輸入ダミー係数（ 𝐷𝑐ℎ𝑖𝑛𝑎,𝑂𝐵𝑂𝑅 ）は低下傾向に

あり、中国からのOBOR参加国輸入ダミー係数（ 𝐷𝑂𝐵𝑂𝑅,𝑐ℎ𝑖𝑛𝑎 ）は上昇
傾向にある。

 これは、一帯一路政策がOBOR参加国からの中国の輸入額の水準を少
し低下させている可能性がある一方で、中国の輸出額の水準を上昇さ
せている可能性があると言える。

 中国と一帯一路参加国のウィンウィンの関係が成り立っているのか、
という点に疑問が残る。



リサーチクエスチョン②

 一帯一路政策によってOBOR参加国が成長してし
ているとしたら、日本とOBOR参加国の輸出入
（貿易額）も増加しているのではないか

 リサーチクエスチョン①で用いた研究ツールを用
いる



推計結果（日本と一帯一路参加国）

E(Trade𝒊𝒋) 2010 2017

ln(Distance) -0.951*** (0.059) -0.920*** (0.054)

𝐷𝐽𝑎𝑝𝑎𝑛,𝑂𝐵𝑂𝑅 0.362** (0.118) 0.334*** (0.096)

𝐷𝑂𝐵𝑂𝑅,𝐽𝑎𝑝𝑎𝑛 0.394*** (0.115) 0.308*** (0.073)

固定効果 ーーーーー ーーーーー ーーーーー ーーーーー

Importer Yes Yes

Exporter Yes Yes

Observation 26,226 26,417

Pseudo-R2 0.928 0.937

𝐷𝐽𝑎𝑝𝑎𝑛,𝑂𝐵𝑂𝑅
:0.362→0.334
-0.028の変化

𝐷𝑂𝐵𝑂𝑅,𝐽𝑎𝑝𝑎𝑛
:0.394→0.308
-0.086の変化



ダミー変数の推移（Japan,OBOR）
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考察

 OBOR参加国からの日本輸入ダミー係数（𝐷𝐽𝑎𝑝𝑎𝑛,𝑂𝐵𝑂𝑅）は若干低下傾

向にあり、日本からのOBOR参加国輸入ダミー係数（𝐷𝑂𝐵𝑂𝑅,𝐽𝑎𝑝𝑎𝑛）も
低下傾向にある。

 一帯一路政策によって日本からOBOR参加国への輸出額の水準が低下
している可能性がある。

 リサーチクエスチョン①で中国からのOBOR参加国輸入ダミーが増加
していることから、これが原因で日本からのOBOR参加国輸入ダミー
変数が低下した可能性が考えられる。

 一帯一路政策が日本に良くない影響を及ぼした可能性があると言える。



まとめ

 一帯一路政策を加速させるためには投資先の国に合わせた資金提供をしなければ
ならない。

 巨大な一帯一路FTA圏が完成すれば中国の国際的な立場はますます高まる。

 今回の研究では、貿易額の観点から見たところ一帯一路政策は中国の輸出額にプ
ラスの影響を及ぼしている可能性がある一方、参加国の輸出額にはマイナスの影
響を及ぼしている可能性があることが判明した

 中国が主張するウィンウィンの関係にはまだ至っていないと言えるかもしれない。

 日本の一帯一路参加国への輸出額にマイナスの影響を及ぼす可能性があることが
わかった。



今後の研究計画

 今回は貿易全体で見たが、課題点をはっきりさせるためにも細かい貿
易項目ごとの推移をも観察してみたい。

 一帯一路政策の投資効果・輸送効果・地域効果、それぞれについて数
値的に影響度を調べてみたい

 今後他にどのような国が参加表明し、それが一帯一路政策にどのよう
な影響をもたらすのか仮説を立ててみたい。
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ご清聴ありがと
うございました


